
医療法人博人会　桜グループホーム

（別紙の２）

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

2ヶ月に一度の運営推進会議の出席をお願
いし、グル―プホームの活動状況や取り組
みを伝えている。介護保険更新時の認定調
査の機会に職員が同席し、市担当者へ入
所者の日頃の生活を伝え、相談している。
又、家族の意向により、介護認定更新申請
の提出を代行している。

市高齢者活躍支援課には事故・ヒヤリハット報告等、必
要に応じて連携を図っている。法人として地域包括支援
センターを受託していることから、様々な事柄について
相談している。介護認定更新調査は調査員がホームに
来訪し職員が対応している。市のあんしん(介護)相談員
の来訪は未だ中断されているが、市からのアンケートが
配布され、その回答を提出してあり、再開されたら受け
入れたいという意向を持っている。

R5年9月から再開した運営推進会議にて地
域の方に活動を報告することで、認知症の
理解を深め情報共有をしている。

新型コロナウイルス感染予防の為、法人の
意向にで、一時中止となっていた１回／２ヶ
月実施の運営推進会議がR5年９月より再
開。地域の方に理解や意見交換をしてい
る。

コロナ禍の状況が長引き書面での会議開催が続いてい
たが、今年9月より対面での運営推進会議が再開され
た。家族代表、区長、民生委員、地域包括支援センター
職員、市高齢者活躍支援課職員、ホーム関係者が出席
し、2ヶ月に1回、奇数月に開催している。活動報告、施
設内見学、自由討議等を行い、意見や助言を頂きサー
ビスの向上に繋げている。

「地域の一員として、その人らしく、ありのま
まに、豊かな人生を送れるようにする。」を
理念に掲げ、職員全員が把握・共有し、援
助活動をしている。

理念については各ユニットの事務所に掲示し、職員間
での共有と実践に繋げている。また、毎月の職員会議
の席上で理念や年度事業目標の進捗状況について確
認している。更に、新入職員の入職時には理念に沿っ
た取り組みについて説明している。家族に対しては説明
パンフレットを用い理念について話している。職員は理
念の持つ意味を理解して利用者に寄り添い支援に当っ
ている。

新型コロナウイルス感染予防の為、例年実
施されている行事やボランティアの受け入
れがいまだ中止となっている。散歩に出か
けた際など近所の方と話をしたり、近所の
畑の方に声をかけたり、草刈りに来ている
シルバーさんに窓から手を振り挨拶すること
で、地域とのつながりを維持している。

開設以来、法人として区費を納め、回覧板も回していた
だき、参加できる行事には参加し、地域の一員として活
動している。コロナ禍が長引き地域の行事も未だ中止
の状況が続き残念であるが、地域の防災訓練や一斉清
掃等には法人として参加している。また、日々の散歩の
際には地域の皆様と親しく挨拶を交わしており、近所の
方が畑作業をしながら利用者と交流している。地域ボラ
ンティアの来訪も中断されたままになっているが、再開
に向けて連絡を取り合い、準備を進めようとしている。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護保険法指定基
準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束
をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている 日々の業務の問題点や案などを解決出来

るようにスタッフ会議を実施している。必要
に応じ、管理者と面接を行い、運営や業務
に反映させている。

月1回、第2水曜日にスタッフ会議を行い、欠席者には会
議録を回覧して周知を図っている。利用者状況、行事
計画、行事報告、ケーススタディ、意見交換等を行い、
サービスの向上に繋げている。また、年2回管理者によ
る個人面談で法人の方針が伝えられ、話し合いの機会
も設け、職員一人ひとりのモラールアップに繋げてい
る。合わせて、法人として年1回職員対象にストレス
チェックが行われ、メンタルヘルスにも取り組んでいる。

申し込み・面談の際は家族や本人の希望や
不安を聞き取り、十分な説明のもと同意を
得ている。法改正等の際も説明を行い理
解・同意を得、解約時に関しても十分に話し
合いの時間をつくり対応している。

あんしん相談員さんの来所は新型コロナウ
イルス感染予防の為中止としている。利用
者さんには、要望が伝えやすいように声を
掛け、会話から引き出すように努めている。
家族には毎月の手紙にて日頃の様子を伝
え、電話や面会時に要望を聞く時間を設け
ている。年１回以上、利用者家族満足度調
査を実施考察し、ケアの向上に努めてい
る。

家族の面会については、コロナ蔓延中はオンライン面
会を行っていたが、5月8日の新型コロナ5類への移行を
受け、現在、事前に予約を頂いて、3～4名を限度に午
前と午後時間を区切って、玄関ホールにて10分間程度
の対面での面会を行っている。週2回ほど見えている家
族もいる。また、利用者のホームでの生活の様子は居
室担当職員より毎月の様子を写真を添え、家族あてに
手紙で知らせており喜ばれている。合わせて、主任、副
主任が電話などで家族ときめ細かく連絡を取り合ってい
る。コロナ前に行っていた家族会も中止の状況が続い
ているが、状況を見ながら開催方法を検討して再開した
いとの意向を持っている。更に、誕生日や母の日、父の
日には花等のプレゼントが家族より届けられている。

研修の機会を設け、スタッフ同士が意見や
知識を交換している。ケアの見直しや防止
に努め、職場が常にゆとりを持ってケアにあ
たれる様に努めている。

成年後見人制度の資料を配布し、職員の理
解、周知に努めている。家族から、相談・書
類等の依頼があった場合は対応している。

身体拘束廃止に関する指針を整備し職員に
周知している。２Fの玄関は階段があるため
施錠している。１Ｆは9時から17時の玄関施
錠は行っていない。入居者の希望時には、
その都度対応している。身体拘束の研修を
行い、何が抑制にあたるかを会議の場で意
見を出し合い、日々のケアに取り組んでい
る。

法人の方針として拘束のない支援に取り組んでいる。
玄関は日中開錠されており開閉の都度メロディーで知
らせるように工夫されている。帰宅願望の強い利用者
がいるが、「家族からの伝言だよ」と家族からの話をして
納得していただいている。また、ベットよりの転落や転倒
を考慮して安全確保のため家族と相談の上、人感セン
サーを使用している利用者もいる。キッチンとホールを
囲むように居室が配置されており、職員はきめ細かな
所在確認に心掛け安全確保に繋げている。年2回、併
設の老人保健施設と合同で実施される身体拘束に関す
る研修会に参加し、合わせて毎月の職員会議の席上で
身体拘束適正化委員会を開き、拘束に対する意識を高
め支援に取り組んでいる。

2/9
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

新型コロナウイルス感染予防の為、面会や
外出の制限がある中で、毎月のお手紙で日
頃の様子をお伝えしたり、面会の対応をし
て、家族の思い・利用者さんの思いを尊重し
ながら、ご本人を支えていくための関係性を
築いている。

施設見学時、電話での問い合わせの際は、
本人と家族が必要としている支援を把握し、
グループホームの特色や当施設の理念を
伝え、理解していただくように努めている。

入居者のペースを尊重しながら、暮らしの
場であることを忘れず、喜怒哀楽を共感で
きる関係作りを心がけている。入居者に教
えていただくことが多く、足りないところは互
いに補い・相談し合える関係を築けている。

入所申し込み、事前面談の際に、ご本人の
思いや要望を聞き取り、理解するように努
めている、支援内容も都度ご本人に伝え、
理解していただき信頼関係に努めている。

入所申し込み、事前面談の際に、ご家族の
思いや要望を聞き取り、理解するように努
めている、支援内容も都度家族に伝え、理
解していただき信頼関係に努めている。

毎月の社内研修や社外研修への参加をサ
ポートし、職員同士が相談・意見交換をしな
がら、介護の質を向上させていくように取り
組んでいる。

当施設と同じ経営母体が運営している他施
設との職員交流研修を実施している。

職員が無理のない勤務体制を築くよう心掛
けている。向上心や、やりがいを持てるよう
に配慮し、ゆとりや充実した気持ちで働ける
ように配慮している。定期昇給が行われた。

3/9
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

介護記録や職員間の申し送りを行い、情報
共有しながら、ひとり一人の過ごし方、気分
に応じ臨機応変に対応するように努めてい
る。

ご本人・ご家族からの情報を元に、希望や
意向を反映しながら、カンファレンスで検討・
話し合いをし、計画作成担当者が介護計画
を作成している。

職員は2～3名の利用者を担当し、家族への手紙の作
成、居室管理、足りない物の補充等を行っている。月1
回のカンファレンスで職員が意見を出し合い、モニタリン
グも行い、面会時や電話で聞いた家族の意向も加味し
ながら計画作成担当者がプランを作成している。入居
時は暫定で2～3ヶ月のプランを作成し、様子を見ながら
状態が安定している場合は長期目標を6ヶ月～1年で立
てて、その期間終了時に見直しを行っている。そうした
中、状態に変化が見られた時には随時の見直しを行
い、一人ひとりの利用者に合った支援に繋げている。

今の、思いや望みは何かを把握するため、
言動や行動の観察をし、何を希望している
のか見極め、話し合い記録に残している。
都度検討し寄り添っている。

殆どの利用者が意思表示できる状況であり、好きな飲
み物、洋服選び等、職員はきめ細かな働きかけを行
い、表情や行動も含めた中で利用者の希望を受け止め
るようにしている。また、入浴が難しい利用者がいるが
誘い方に成功したケース等の情報を会議などで伝えた
り、パソコンの個人記録として残して共有し、更に、出勤
時に確認し合い、利用者の意向に沿えるようにしてい
る。

事前面談の際、生活環境や状態経過等の
情報収集をしている。情報をもとに、個々に
あった生活リズムや居室等の環境を整えら
れるよう努めている。

入居者個々の性格、相性等を把握し、利用
者間でトラブルが起こらないように配慮して
いる。レク中など全ての利用者に関われる
ようにし、趣味や特技を生かしながら、利用
者同士励まし合っている姿が見られている。

入院された場合などは家族の相談にのり、
退所後は、隣接の老健へ入所された方もお
り、気軽に立ち寄って相談できる関係性作り
に努めている。

希望があれば、友人や親せきなどとの面会
の支援ができる体制は整っている。入所前
より通院していた歯科受診などに出かける
などの支援は行っている。

家族の了解を得ている友人、知人の面会があり、玄関
ホールのおいて10分程度の歓談を楽しまれている。理
美容については顔馴染みの理容師、美容師の来訪が2
～3ヶ月に1回あり、利用者も話を楽しみながらカットをし
ていただいている。年末に向け恒例になっている手作り
年賀状を作成し家族にお出しする予定がある。
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医療法人博人会　桜グループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11）○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

入所時に、本人・ご家族様へ、重度化した
場合における対応の方針を書面で説明した
上で、納得して入所していただくように努め
ている。重度化した場合等、関連機関を連
携し、本人にとってもっとも良い支援を提供
できるように努めている。

重度化に対する指針があり、利用契約時に説明して同
意書にサインを頂いている。状態に変化が見られ、入浴
や食事を摂ることが難しくなり重度化を迎えた時には家
族とホームで話し合い、利用者にとっての最善策を話し
合って、ホームとして出来る限りの支援に取り組み、法
人内の老人保健施設や特別養護老人ホームへの住み
替えを含めた支援に取り組んでいる。

日々の生活の中で、変化や情報の気づき
があった場合は、相談・報告をし、医療的な
処置が必要な時は、適切な処置や受診看
護を受けられるよう支援している。

入院時は、家族や病院関係者と密に連絡を
とり病状を把握。早期退院や退院後のケア
にスムーズに移行できるように努めている。

どんな地域資源があるのか把握し、受診の
際はかかりつけ医の外部受診に行って頂い
たりと対応している。新型コロナウイルス感
染予防の為、制限があるが、出来る限りの
支援ができるよう対応している。

入居時に、グループホームの嘱託医に主治
医を変更される方もいるが、ご本人・ご家族
の希望のかかりつけ医がある場合は継続し
て利用して頂いている。受診時は、状況や
体調をご家族に伝え、医師に報告し適切な
医療を受けられるように支援している。

入居時に希望を聞き、ホームとしての取り組みを説明し
ている。現在、全利用者がホーム嘱託医の対応となっ
ている。そうした中、看護師が常駐しており日々の健康
管理を行い、また、毎月のFAX受診に合わせ嘱託医と
の連携を図り、必要に応じ往診等の対応をしている。更
に、緊急時には併設老人保健施設の医師が対応するこ
とが可能なことから万全な医療体制が取られている。歯
科については必要に応じ協力歯科の受診で対応してい
る。その他、整形、眼科等の専門医への受診について
は家族にお願いしている。

個々のケース記録に、利用者の発した言葉
や行動、会話のやり取り等の記録を残して
いる。その場にいなくても状況が分かる記録
を心がけ、申し送りなどで、情報共有を行う
事で、実践や介護計画の見直しに活かして
いる。

ご本人・ご家族の希望や状況に応じ、その
時に生まれるニーズを把握、可能な限り柔
軟な支援が出来るように取り組んでいる。
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医療法人博人会　桜グループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13）○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14）○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

入浴時・起床時・外出時など、本人の意向を
聞きながら、その人好みの服を選び、身だし
なみに配慮している。起床時の整容はご自
身でしてもらうが、足りないところはお手伝
いしている。協力理容室があり、必要に応じ
てカットしてもらうよう支援している。

日頃から利用者との会話やコミュニケーショ
ンに努め、親しみやすい雰囲気づくりに心
がけている。職員が決めたことを押し付ける
ことのないように、本人の意思を尊重し、自
己決定できるように努めている。

ひとり一人のペースを把握し、職員が暮らし
の妨げにならないように気を付けている。そ
の人のペースを大切にし、軌道修正が必要
な場面では、次の行動にスムーズに移れる
ように導くことを心掛けている。

コロナ禍で大掛かりな訓練は出来ていない
が、職員ひとり一人が災害への意識を高め
ている。地域と防災協定を結び、今年度は
合同訓練を実施した。

コロナ禍が続き大規模な訓練は実施できていないが、
消防署へ届け出の上、年3回、併設の老人保健施設と
合同で防災訓練を行っている。5月には火災を想定した
避難訓練を行い、１階、２階の利用者全員を駐車場まで
移動して行っている。また、11月には区長、民生委員、
地区消防団員の協力も頂き、火災を想定した避難訓練
と合わせ、通報訓練、消火訓練等を行い防災への備え
としている。備蓄については複合施設全体として「水」
「非常用食料」などが準備されている。

個人情報の保護・利用者の権利など、契約
時に伝えている。情報を共有し、ひとり一人
の性格や生活歴を把握するように努め、統
一したケアを行い、プライドやプライバシー
に配慮した声かけを行い対応している。

人生の大先輩に対して敬意を込め、丁寧な言葉遣いを
心掛けつつ、アットホームな雰囲気も大切に親しみやす
い声掛けをするようにしている。また、一人ひとりの利用
者に、ホームに居て良かった思っていただけるようなコ
ミュニケーション作りに励んでいる。呼び掛けの仕方に
ついては入居時に家族にも希望を聞き、苗字か名前に
「さん」付けでお呼びし、入室の際には「ノック」と名前を
お呼びし要件を伝えるように徹底している。ユニット会議
の席上プライバシーに関する話し合いを行い、気持ち良
く過ごしていただくようにしている。

看護師による応急手当や初期対応の確認
を行い、救急マニュアルを整備し、緊急時に
迷わず対応できるように備えている。また、
ＡＥＤを使用した研修を年2回実施している。
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医療法人博人会　桜グループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16）○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

最低週2回の入浴を行っている。利用者の
体調や、本人の意向に合わせ柔軟に対応し
ている。職員との会話や歌を楽しんだりと、
入浴を楽しんでいる。

見守りを受けつつも自立している方が若干名で、他の
大半の利用者は何らかの介助が必要な状況となってい
る。基本的には週2回の入浴で、入浴は毎日行っている
ので希望により３回入浴される方もいる。入浴拒否の方
がいるが、毎日お誘いして気長に待ち入浴していただく
ようにしている。入浴剤を使用し、「ゆず湯」「菖蒲湯」
「バラ湯」等の季節のお風呂も楽しんでいる。

各自の排泄パターンの把握に努めている。
自らトイレに行かれない利用者さんに関して
は、出来るだけ自然なかたちで行かれるよ
うな声かけをし、その人にあった排泄用品を
使用し、自立に向けた支援を行っている。

自立されている方が80%強で、一部介助の方が数名と
いう状況である。また、布パンツ使用の方が数名、リハ
ビリパンツとパット使用の方が80%強となっている。職員
は利用者一人ひとりのパターンを把握しており、タブレッ
トの中の排泄記録も参考に様子も見ながら早めにお誘
いして気持ち良く過ごしていただくようにしている。排便
コントロールを行い、食事時と10時、15時、入浴後など
に「お茶」を中心に「牛乳」「ココア」「紅茶」等で1日
1,000cc以上の水分摂取に取り組み、スムーズな排泄に
繋げている。

水分摂取・体操や運動に心がけ、便秘予
防・自然排便になるように支援している。排
便の確認を行い、便秘が続くようであれば
看護師に相談し、排便コントロール行い対
応している。

老健の管理栄養士による献立を提供してい
る。個々に応じての摂取量を調整・把握し、
食事形態の変更など配慮している。水分は
お茶だけでなく、バリエーションを増やし、コ
コアや紅茶などを飲用していただけるよう支
援している。

毎食後、口腔ケアの声かけ実施を行ってい
る。口腔内の観察をし、不十分な方はお手
伝いさせていただいている。義歯消毒は、
毎夕食後に実施している。

盛り付けや食器拭きなど、個々の能力に応
じ、協力しながら行っている。昼食レクや誕
生日会では、利用者さんの食べたいメ
ニューを取り入れ食べる喜びを感じて頂い
ている。

見守りを受けているがほぼ自立されている方が若干名
で、他の大半の利用者は自力で食事ができる状況であ
る。元気な利用者が多く、一人ひとりの役割に沿って、
野菜の下処理、テーブル拭き、包丁を使っての調理、盛
り付け、食器拭き等、食事作りに積極的に参加してい
る。副菜の献立は併設の老人保健施設の栄養士が立
てたものを厨房で調理し、ホームでご飯を炊き、盛り付
けをして提供している。そうした中、食べることの楽しさ
に注力し、誕生会や節分、雛祭り等の行事に合わせ、
月1回、食事レクリェーションの日を設け楽しんでいる。
利用者の希望も加味し、春には「炊き込みご飯にハン
バーグ」、夏には「鰻、煮物、すまし汁」、敬老会には「特
製松花堂弁当」、秋には「サツマイモご飯、キノコの煮
物、かぼちゃの煮物」、クリスマスにはケーキに合わせ
「クリームシチュー」等で季節感を味わっている。
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医療法人博人会　桜グループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18）○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

希望があれば、可能な限り電話（オンライン
も）でのやり取りができるように支援してい
る。携帯電話を持参されている方には、時
間や場所を配慮していただき会話してもらっ
ている。プレゼントが届いた際などは、手紙
やはがきを通じて交流がたもてるように努
めている。

共用のスペースに、季節感を感じられるよう
な、植物や飾り物・製作物を飾っている。照
明やテレビの音量など五感が不快にならな
いように配慮し、毎日の清掃で生活スペー
スの清潔にも気を配っている。

充分な広さが確保されたホール兼食堂は南側窓から明
るい日差しが差し込み開放感が漂っている。また、随所
に大き目のソファーが置かれ、利用者の寛ぎのスペー
スとなっている。壁には誕生会、毎月の食事レクリェー
ションの様子が写された写真が飾られ、1年間の活動の
様子を窺うことができる。施設内は利用者と職員で共同
制作したクリスマスなどの季節の飾り付けが施され、季
節感を感じることができる。

新型コロナウイルスの影響で、必要な受診
外出以外は外出が少ないが、季節が分か
るように外に散歩に出かけたり、季節感の
ある製作を行ったり、旬の食材を使った昼
食レクを行っている。

外出時、手引き歩行の方が三分の一弱、歩行器使用の
方が三分の一、車いす使用の方が三分の一強となって
いる。コロナ禍が長引き、外出の難しい状況が続いてき
たが、感染対策を取った上で少しずつ散歩等が再開さ
れ、天気の良い日にはホーム周りを散歩したり玄関前
に出て歌を歌ったり体操をし、外気浴を楽しんでいる。
そうした中、午前、午後、夕方には職員が工夫を重ねた
集団体操を行い、体力の維持に努めている。来年はコ
ロナの感染状況を見ながら季節に合わせた外出レク
リェーションを行いたいと思っている。

本人がお金を持ち管理することが大切であ
ることは理解しているが、基本的には家族
が管理している。

個々の薬の情報は、いつでも職員が確認出
来るように一覧表を作成し、ダブルチェック
誤薬防止に努めている。薬の変更、臨時処
方等あった場合は職員全員が周知徹底で
きるようにしている。服薬時は、飲み込みの
確認・体調の観察をし、変化があった場合
は、看護師に相談、医師の指示を受けられ
るようにしている。

生活歴や本人・家族の情報をもとに、得意
分野で個々の力を発揮して頂けるよう支援
している。家事仕事や趣味など役割を持つ
ことで、張り合いのある生活を送っていただ
けるよう心がけている。

個々の生活スタイルを尊重し、夜間の睡眠
状況なども考慮しながら、希望があれば午
睡して頂いている。室温や照明・馴染みの
布団などを使用することで、安らかな雰囲気
で休息がとれるよう支援している。
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医療法人博人会　桜グループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20）○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

建物内はバリアフリーで、手すりの設置・ト
イレ内は車椅子対応の広さを確保してい
る。利用者さんの身体状況に合った環境と
なるよう状況に応じ変更し、安全に且つ自
立した生活が送れるように支援している。

共用スペースにソファーを置き、利用者同
士ゆっくり過ごしたり、外の景色を見たりさ
れる場を作っている。希望があれば、居室
で過ごし、思い思いに過ごせる環境が出来
ている。

個々の居室は、ご本人の使い慣れた物や
馴染みの物、家族の写真やぬいぐるみな
ど、安心してゆっくりと自身の時間を過ごせ
られるように整理し、環境に配慮している。

整理整頓が行き届いた綺麗な居室には大きなクロー
ゼット、整理タンス、洗面台が設けられおり、暮らしやす
い造りとなっている。持ち込みについては自由で、家族
と相談の上、イス、テーブル、衣装ケース、ソファー等が
配置され、家族の写真や職員から贈られた誕生日のお
祝いカード、自分の作品等に囲まれ、快適な生活を送
れるようになっている。
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